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■連結損益計算書概要

2023年6月期第2四半期は、増収減益。

売上高：前年に対して14.0％増。
各利益：営業利益以下で損失を計上。

（単位：百万円）

実績 構成比 実績 構成比 増減額 増減率

■ 売上高 16,302 100.0% 18,582 100.0% +2,280 +14.0%

■ 売上総利益 6,260 38.4% 6,528 35.1% +267 +4.3%

■ 販管費 5,777 35.4% 6,802 36.6% +1,025 +17.7%

■ 営業利益 483 3.0% -274 -1.5% -758 ―

■ 経常利益 626 3.8% -109 -0.6% -736 ―

■
親会社株主に帰属する

四半期純利益
368 2.3% -197 -1.1% -566 ―

2022年6月期第2四半期 2023年6月期第2四半期 対前年
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2023年6月期 第２四半期実績

(単位：百万円）

■連結売上高推移

・半導体不足に伴う「テプラ」の品切れの影響が長引いたものの、2021年11月より子会社化した
ライフオンプロダクツ㈱の売上が寄与。

⇒前年に対して14.0％増。
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(単位：百万円）

■連結利益額推移

・急激な円安や物流費等の高騰。
・原材料価格も依然として高水準。

⇒前年に対して大幅減。営業利益以下で損失を計上。
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(単位：百万円

※右軸…営業利益)

■文具事務用品事業

・売上高：11,961百万円 １.６％の減収

⇒「テプラ」などの品切れ。

⇒ 昨年好調だった手指消毒器「テッテ」の反動減。

⇒ 厚型ファイルの販売減。

・営業損失：456百万円（前年は102百万円の営業利益）

⇒ 急激な円安や物流費等の高騰。

⇒ 原材料価格の高止まり。

⇒ ㈱エイチアイエムの取得関連費用。

■セグメント別 売上・営業利益推移

事業領域の拡大による取り扱い製品の

多様化に伴い、製品区分の名称をより

実態に合わせるため、第１四半期連結

会計期間より、従来の「電子製品」を

「電子および生活環境用品」に名称変

更
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(単位：百万円

※右軸…営業利益)

■セグメント別 売上・営業利益推移

■インテリアライフスタイル事業

・売上高：6,620百万円 59.5％の増収

⇒ ㈱ぼん家具と㈱アスカ商会が好調。

⇒ 2021年11月より子会社化した

ライフオンプロダクツ㈱の加算。

・営業利益：172百万円 54.6％の減益

⇒ 急激な円安による売上原価率の上昇。

⇒ ライフオンプロダクツ㈱ののれん償却。
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(単位：負債・純資産…百万円、

自己資本比率…％）

・総資産：37,285百万円（前年差 +3,292百万円）

⇒商品および製品、㈱エイチアイエムの株式取得による

関係会社株式の増加。

・負債：13,149百万円（前年差 +2,963百万円）

⇒運転資金需要等による長期・短期借入金の

増加。

・純資産：24,135百万円（前年差 +328百万円）

⇒四半期純損失の計上による利益剰余金の減少、

その他有価証券評価差額金、為替換算調整勘定の増加。

・自己資本比率：64.5％（前年差 -5.3pt）

■連結Ｂ／Ｓおよび自己資本比率推移
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・営業活動によるキャッシュ・フロー：-1,821百万円
⇒棚卸資産の増加額、法人税等の支払額。

・投資活動によるキャッシュ・フロー：-1,260百万円
⇒子会社株式の取得による支出、有形及び無形固定資産の取得による支出、定期預金の預入による支出。

・財務活動によるキャッシュ・フロー：＋2,837百万円
⇒短期借入金の純増額。

2023年6月期 第２四半期実績
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■連結キャッシュ・フロー推移

（単位：百万円）
2019年６月期

第２四半期

2020年６月期

第２四半期

2021年６月期

第２四半期

2022年６月期

第２四半期

2023年６月期

第２四半期

■ 営業活動によるキャッシュ･フロー -428 -13 489 -1,414 -1,821

■ 投資活動によるキャッシュ･フロー -175 -183 -270 -3,355 -1,260

■ 財務活動によるキャッシュ･フロー 930 1,016 95 3,827 2,837

■ 現金及び現金同等物に係る換算差額 28 -0 -12 52 141

■ 現金及び現金同等物の増減額 353 819 302 -891 -102

■ 新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － － 314 － －

■ 現金及び現金同等物の四半期末残高 4,820 5,187 6,027 6,141 5,534
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（単位：百万円）

期首予想 構成比 修正予想 構成比 増減額 増減率

■ 売上高 42,000 100.0% 42,000 100.0% +0 0.0%

■ 営業利益 1,570 3.7% 1,120 2.7% -450 -28.7%

■ 経常利益 1,750 4.2% 1,350 3.2% -400 -22.9%

■
親会社株主に帰属する

当期純利益
1,210 2.9% 930 2.2% -280 -23.1%

2023年6月期 2023年6月期 期首予想比

前年比

期首予想比

2022年11月1日 業績予想修正（2023年1月27日 業績予想修正 … 第2四半期業績予想のみ修正）

【売上高】 期首予想を据え置き、前年に対して14.6％増。
⇒ライフオンプロダクツ㈱の業績が通年寄与。

【各利益】 期首予想に対して28.7%～22.9％減、前年に対して0.9%～17.9%増。
⇒収益を確保するための価格改定を実施。
⇒上半期は円安が進行、12月以降は円高傾向で推移。

（単位：百万円）

実績 構成比 修正予想 構成比 増減額 増減率

■ 売上高 36,636 100.0% 42,000 100.0% +5,363 +14.6%

■ 営業利益 1,007 2.8% 1,120 2.7% +112 +11.2%

■ 経常利益 1,338 3.7% 1,350 3.2% +11 +0.9%

■
親会社株主に帰属する

当期純利益
788 2.2% 930 2.2% +141 +17.9%

2022年6月期 2023年6月期 対前年
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株主還元
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(単位：配当…円）

配当性向の基準を40％とし、安定配当することを目指す。

■配当方針
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株式会社エイチアイエムの株式取得（子会社化） ・ 吸収合併

2022年9月に、株式会社エイチアイエムの全株式を取得し、子会社化いたしました。
同社は、キッチン用品や生活雑貨等、今の生活を一歩便利にする商品を企画し、インターネット上で販売を行っております。設立から著しい
成長を続けている同社を当社グループに迎え入れることで EC 事業をさらに強化し、飛躍的な拡大を実現いたします。
（2023年2月１日、当社を存続会社として同社を吸収合併し、当社EC事業部において運営しています。）

当社グループは、このような戦略投資をさらに拡大し、グループ経営を推進することで今後より一層の成長を目指してまいります。

価格改定

当社では、昨今の社会情勢の変化により、原材料・人件費・物流費などあらゆるコストの上昇が続く中、価格を維持するため、製造の合理化や
コスト削減を進めてまいりました。しかしながら、自助努力だけで現状の価格を維持することはきわめて困難となっており、誠に不本意では
ありますが、価格改定を実施することといたしました。

価格改定の浸透を図ることで、収益性の改善を目指してまいります。

＜値上げ率＞

2021年12月21日付 　厚型ファイル 平均 約５％

2022年 6月21日付 　「テプラ」ＰＲＯ本体と一部オプション品 平均 約１３％

2022年 9月21日付 　ＰＰファイル等の商品全般 平均 約１３％

2022年12月21日付 　厚型ファイルと「テプラ」テープカートリッジ全般 平均 約７％
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サステナビリティサイトの新設およびIRサイトの刷新

2022年11月18日、ESGやSDGsに対する社会的な意識の高まりを背景に、公式サイト内にサステナビリティサイトを新設いたしました。
また、IR推進体制の強化に伴い、より充実したIR情報をご提供するためIRサイトを刷新いたしました。

サステナビリティサイト URL
https://www.kingjim.co.jp/sustainability/

サステナビリティ活動を伝えるコミュニケーションツールとして、また株主、投資家の皆様との重要なコミュニケーションツールとして、
情報の発信を積極的に行い、今後もコンテンツの充実に努めてまいります。

IRサイト URL
https://www.kingjim.co.jp/ir/

https://www.kingjim.co.jp/sustainability/
https://www.kingjim.co.jp/ir/
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個人投資家向け会社説明動画公開

統合報告書発行

２０２２年12月26日、キングジムグループ初となる統合報告書を発行いたしました。

本統合報告書は、株主・投資家をはじめとする当社とかかわりのある皆様に向けて、第10次中期経営計画
を中心とした価値創造の取り組み、および事業を通じたESG課題解決のための活動をご理解いただくこと
を目的に発行しています。

当社グループは、今後も「キングジムらしさ」を大切にしながら、株主・投資家の皆様、また、お客様や取引先
をはじめ、当社グループとかかわりのある方々のご期待に応えられるよう、さらなる企業価値の向上に努め
てまいります。

2022年11月18日、個人投資家向け会社説明動画を公開いたしました。

本動画では、当社の代表取締役社長宮本彰が、当社の沿革や、事業内容、中期経営計画、
株主還元等についてご説明しております。

個人投資家向け会社説明動画 URL
https://www.kingjim.co.jp/ir/event/kojin.html

統合報告書2022 URL
https://kingjim.jp/tougou2022/

https://www.kingjim.co.jp/ir/event/kojin.html
https://kingjim.jp/tougou2022/
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デジタルメモ「ポメラ」DM250 ～2022年7月29日発売～

デジタルメモ「ポメラ」は、テキスト入力のみに特化した、コンパクトで携帯性に優れたデジタルツールです。

電源を入れるとすぐに起動し、スムーズに文章作成を行うことが可能です。外出先でのメモや執筆などの用途で

多くの方にご愛顧いただき、2008年11月の発売以来、ロングセラー商品となりました。

「ポメラ」DM250は、従来機(DM200)のテキスト入力のしやすさはそのままに、お客様からの要望を反映して

より使いやすさを追求した新モデルです。

バッテリーの容量を増加したことにより、フル充電で約24時間の使用時間(従来機は約18時間)を実現しました。

また、USB Type-C に対応し、充電確認用LED も新たに搭載するなど、ハードウェア面での使いやすさも向上

しています。

ソフトウェア面でも「ポメラ」向けに最適化した日本語入力システム「ATOK※for pomera[Professional]」を

さらに強化し、校正支援機能の追加、脚本や台本の作成に適したシナリオモードも追加など、様々な機能のアップ

デートを行いました。

※「ATOK」は株式会社ジャストシステムが開発・提供している日本語入力システムです。

「アルコールチェッカー」 ～2022年7月29日発売～

2022年10月から施行された改正道路交通法施行規則により安全運転管理者による、運転前後のアルコール

検知器を用いた運転者の酒気帯びの有無の確認と、アルコール検知器を常時有効に保持することが義務化され

ました。

従来は対象外だった"白ナンバー"であっても、自動車5台以上もしくは定員11人以上の自動車を1台以上所有の

事業所は対象となります。

「アルコールチェッカー」は、息を吹き込むだけで酒気帯びの有無を数値とブザー、ライトで確認できるアルコール

チェッカーです。コストパフォーマンスに優れた半導体式ガスセンサーを搭載したBAC10と、アルコール判別性能

に優れた燃料電池式ガスセンサーを搭載したBAC100の2機種をラインアップしており、使用シーンに合わせて

選べます。

品番 価格

DM250 税抜54,800円＋消費税

品番 価格

BAC10  税抜4,000円＋消費税

BAC100 税抜15,000円＋消費税
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一枚の食パンを折りたたんで作る“ハーフホットサンド”ができる大人気の電気ホットサンドメーカーに

プレート交換式が登場しました。ハーフホットサンドプレートとワッフルプレートが付属しており、別売の

マルチプレートやたい焼きプレートに交換すれば、パニーニやカワイイたい焼きも作って楽しめます。

水洗いできる取り外し可能なプレートのため、サッと洗えて汚れも気になりません。

新製品情報
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「SODA(ソーダ)透明マスキングテープ」 ・「KITTA(キッタ)」に新ラインアップを追加

Toffy ハーフホットサンドメーカー＜プレート交換式＞ ～2022年12月14日発売～

＜別売品＞Toffy ハーフホットサンドメーカー
＜プレート交換式＞専用 マルチプレート

Toffy ハーフホットサンドメーカー
＜プレート交換式＞専用 たい焼きプレート

K-HS5-MP 税抜2,500円＋消費税 K-HS5-TP 税抜2,500円＋消費税

品番 価格

K-HS5 税抜9,000円＋消費税

ちいさく持てるマスキングテープ「KITTA(キッタ)」に

新形状の「切手風シール」などを追加しました。～2022年12月2日発売～

「SODA(ソーダ)透明マスキングテープ」に型抜き&オーロラ箔タイプの

デザインが新登場しました。～2022年9月30日発売～



本資料に記載している業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成
しており、実際の業績 は今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。


